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１．第 24 回合同部会① 

 協議会の承認を得た、活動計画について、今後の進め方を事務局より示し、構成員

の意見をもらう。 

⇒アンケート形式での意見照会を実施いたします。別紙「アンケート調査票」によ

り回答をお願いいたします。（期限 10 月 14 日（水）まで） 

 

（1）全体的な計画の検討（1-1） 

①「ラムサール 10 周年記念事業に向けた取組みについて」 

・5 周年記念シンポジウムにおける「渡良瀬遊水地宣言」を踏まえつつ、協議会と

して目指す遊水地の将来像を検討する。 

 令和 2 年末をメニューの照会・調整を行う。 

⇒5 周年の際は記念シンポジウムを開催し、ロゴマークの表彰や基調講演を実施。

また、記念カードを作成しました。参考資料：「合同部会の開催状況」P11～ 

 幹事会では、シンプルな取組として協議会でセイタカアワダチソウの除去活動を

してはどうか、という意見もあがりました。 

②「渡良瀬遊水地のビジョン等について」 

・その将来像を念頭に入れて、合同部会における令和４年度（ラムサール１０周年）

について、分野別の年次計画を令和 3 年度末までにまとめる。 

 

 

（2）自然環境を生かした利用（1-2）ヨシの利用（4-3） 

〇ヨシ焼きの継続実施について 

・昨年度、実施されたヨシ焼き火入れ体験付きツアーの実施状況等を示す。 

・継続して実施ができるよう、将来を見据えた人材確保などの対応策を検討する。 

・例えば、ボランティア募集について、火入れ作業以外で参加してもらう等。 

・ヨシ焼き従事者の方の意見を聴く。 

〇ヨシの新たな利用について 

・まずは、具体的なアイディアを出してもらい、可能性のあるものを見出す。 

・例えば、ヨシズの製造過程で出る端材を使ったヨシのストロー作成等。 

 ⇒構成員の意見を聞きながら、進めていくことを確認しました。 
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（3）アクセス道路ネットワーク化（4-4）遊水地案内道路案内（4-5） 

〇レンタサイクルの連携等について 

・連携が可能なことは確認出来ているので、今後は運営主体のアクリ財団と各市町

所管課との協定等の締結について、打合せ等を行っていただけるよう 3 市 2 町

の幹事会担当者に調整役をお願いする。 

・相互乗り捨ての利用が可能になった場合に、利用を促進できるよう 4 市 2 町及

びアクリ財団運営のホームページ等で PR を行う。 

 ⇒各市町のレンタサイクル担当課とアクリメーションで打合せを行うための調

整を行います 

 

〇遊水地内の案内サインの改善について 

・平成 2８～２９年度の合同部会での検討結果にあった、遊水地内の各分岐点等へ

の位置表示看板の設置について、再度検討を行う。 

・例えば、国交省が設置している管理用通路等を示す看板支柱を活用して、現在地

の位置を表示するプレート又はシートを作成し、取り付ける等。 

  ⇒分岐点への位置表示看板設置について検討を進めることを確認しました。 

   参考資料 P9～10 


